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い
ま
か
ら
89
年
前
に
鉄
道
省
が
出
版
し
た『
温
泉
案
内
』

（
１
９
３
１
年
刊
）
が
手
元
に
あ
る
。
北
海
道
の
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
と
ニ
セ
コ
の
「
昆
布
（
こ
ん
ぶ
）
七
湯
」
が
紹

介
さ
れ
、
そ
の
当
時
か
ら
、
こ
こ
が
「
ス
キ
ー
の
地
」
で

あ
る
と
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

実
は
こ
の
「
昆
布
七
湯
」、
現
在
の
昆
布
温
泉
郷
と
は

少
し
違
う
。
ニ
セ
コ
山
系
の
ア
ン
ヌ
プ
リ
と
チ
セ
ヌ
プ
リ

に
挟
ま
れ
た
４
つ
の
温
泉
地
の
こ
と
な
の
だ
。

　

４
つ
の
温
泉
地
を
標
高
の
高
い
順
に
紹
介
す
る
と
、
①

ニ
セ
コ
五
色
（
標
高
７
５
０
メ
ー
ト
ル
）
②
湯
本
（
同
５

６
０
メ
ー
ト
ル
）
③
昆
布
（
同
３
０
０
メ
ー
ト
ル
）
④
ニ

セ
コ
薬
師
（
同
２
０
０
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
昆
布
に
は

独
自
の
泉
源
を
持
つ
３
軒
、
薬
師
に
同
じ
く
２
軒
あ
っ
て

合
計
７
湯
だ
っ
た
。た
だ
し
薬
師
の
２
軒
は
す
で
に
な
く
、

い
ま
そ
こ
で
営
業
す
る
施
設
は
な
い
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｒ
昆
布

駅
の
そ
ば
に
あ
る
「
昆
布
川
温
泉
幽
泉
閣
」（
同
50
メ
ー
ト

ル
）
を
加
え
て
４
つ
の
温
泉
地
を
た
ど
る
湯
巡
り
を
紹
介

し
よ
う
と
思
う
。
泉
質
が
は
っ
き
り
違
う
の
で
面
白
い
は

ず
だ
。

　

ニ
セ
コ
の
よ
う
な
火
山
地
帯
の
温
泉
水
は
、
雨
や
雪
が

地
層
の
割
れ
目
か
ら
地
中
に
染
み
込
ん
で
、
マ
グ
マ
の
熱

に
熱
せ
ら
れ
た
岩
の
成
分
や
マ
グ
マ
か
ら
発
生
す
る
火
山

ガ
ス
を
溶
か
し
込
ん
で
湧
出
す
る
。
噴
火
口
に
近
い
、
標

高
の
高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
、
成
分
が
濃
く
て
酸
っ
ぱ
い
。
と

こ
ろ
が
山
を
下
る
に
従
っ
て
地
下
水
な
ど
で
中
和
さ
れ
、

地
層
の
成
分
も
変
わ
る
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
ア
ル
カ
リ
性
へ

と
変
化
し
て
い
く
。
当
然
、
色
も
に
お
い
も
湯
の
肌
触
り

も
大
き
く
違
う
湯
に
な
る
。

　

さ
っ
そ
く
、
昆
布
七
湯
の
湯
巡
り
に
出
発
し
よ
う
。
札

幌
市
中
心
部
か
ら
「
ニ
セ
コ
道
の
駅
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
」
ま

で
、
車
だ
と
、
中
山
峠
を
越
え
る
ル
ー
ト
で
２
時
間
弱
だ
。

ニ
セ
コ
道
の
駅
の
お
目
当
て
は
「
ニ
セ
コ
ビ
ー
ル
」
と
今

夜
の
つ
ま
み
類
を
調
達
す
る
こ
と
。

　

そ
し
て
湯
巡
り
の
最
初
は
、
昆
布
温
泉
「
ニ
セ
コ
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
」（
ニ
セ
コ
町
）だ
。
泉
質
は
２
種
類
あ
っ
て
、

い
ず
れ
も
ナ
ト
リ
ウ
ム
─
塩
化
物
・
炭
酸
水
素
塩
泉
。
酸

性
度
は
中
性
だ
。
１
号
井
戸
は
鉄
成
分
が
多
い
の
で
「
鉄

泉
」
と
呼
び
、
２
号
井
戸
は
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
泉
」
と
呼
ん

で
い
る
。湯
船
の
湯
は
鉄
分
で
少
し
茶
色
を
お
び
て
い
る
。

大
き
な
庭
園
露
天
風
呂
が
有
名
で
、
混
浴
だ
が
女
性
は
１

０
０
円
で
浴
衣
を
貸
し
て
も
ら
え
る
。
女
性
専
用
の
露
天

風
呂
も
あ
る
。

　

二
湯
目
は
湯
本
温
泉
「
雪
秩
父
」（
蘭
越
町
、
旧
国
民

宿
舎
）。
温
泉
情
緒
を
誘
う
硫
化
水
素
臭
の
あ
る
乳
灰
色

の
濁
り
湯
で
、
泉
質
は
単
純
泉
（
硫
化
水
素
型
）。
女
性

の
露
天
風
呂
に
は
ド
ロ
パ
ッ
ク
が
で
き
る
泥
の
湯
が
あ

る
。
湯
は
Ｐ
Ｈ
３
・
９
の
弱
酸
性
で
あ
る
。

　

こ
の
日
の
宿
は「
ニ
セ
コ
五
色
温
泉
旅
館
」（
ニ
セ
コ
町
）

を
選
ん
だ
。
湯
の
成
分
が
多
彩
で
、
泉
質
は
酸
性
・
含
硫

黄
─
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
─
硫

酸
塩
・
塩
化
物
泉
（
硫
化
水
素
型
）
と
長
く
な
る
。
無
色

透
明
な
湯
が
だ
ん
だ
ん
茶
色
を
お
び
、
白
濁
し
て
青
に
も

変
化
す
る
。だ
か
ら
五
色
温
泉
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。

Ｐ
Ｈ
は
２
・
35
で
、
源
泉
を
口
に
含
む
と
酸
っ
ぱ
く
て
苦

羊蹄山（標高1,898m）はニセコのシンボルである。向かい
合う山、アンヌプリに多くのスキー場があって、外国人観光
客でにぎわうが、その眺望に、極めて日本的なこの山の姿が
あることは、リゾート地としての大きな魅力に違いない

青 木 和 弘

後志管内蘭越町、ニセコ町

昆布七湯　湯巡りの旅
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い
。
露
天
風
呂
は
雪
壁
に
囲
ま
れ
た
冬
も
い
い
し
、
爽
や

か
な
夏
の
朝
も
い
い
。

　

翌
日
は
、
季
節
が
よ
け
れ
ば
イ
ワ
オ
ヌ
プ
リ
の
お
花
畑

巡
り
な
ど
周
辺
の
観
光
を
楽
し
み
、
そ
れ
か
ら
「
昆
布
川

温
泉
幽
泉
閣
」（
蘭
越
町
）
の
ツ
ル
ン
ツ
ル
ン
の
湯
に
入
っ

て
み
よ
う
。
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
─
塩
化
物
・
炭
酸
水
素

塩
泉
で
、旧
泉
名
だ
と
重
曹
食
塩
泉
に
な
る
。
Ｐ
Ｈ
は
８
・

２
と
い
う
弱
ア
ル
カ
リ
性
だ
。
標
高
を
７
０
０
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
下
り
、
火
口
か
ら
直
線
距
離
で
約
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

遠
ざ
か
る
と
、
泉
質
は
こ
れ
だ
け
変
化
す
る
。

　

な
ぜ
か
温
泉
に
入
る
と
お
腹
が
す
く
も
の
だ
。
帰
り
は

蘭
越
町
内
に
あ
る
「
街
の
茶
屋
ぼ
ん
田
」（
蘭
越
町
１
３

０
番
地
、
電
話
０
１
３
６
・
57
・
５
２
３
９
）
で
蘭
越
米

の
お
握
り
を
お
や
つ
代
わ
り
に
い
た
だ
い
た
。
お
い
し

か
っ
た
。

湯本温泉の源泉は大湯沼から引く。発見された1885年（明治18年）当時には間欠泉があったが硫黄採掘でなくなっ
たという。チセヌプリの登山客や山スキーの愛好者がよく訪れた宿「チセハウス」がこの近くにあった

冬
の
ニ
セ
コ
五
色
温
泉
旅
館
。

１
９
３
０
年
開
湯
で
、
冬
は

ス
キ
ー
、
夏
は
登
山
や
避
暑

に
訪
れ
る
人
々
で
賑
わ
う
。

湯
も
絶
品
で
あ
る

昆
布
川
温
泉
の
幽
泉
閣
。
湯

本
温
泉
の
雪
秩
父
と
と
も
に
、

蘭
越
町
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

と
し
て
同
町
の
第
３
セ
ク

タ
ー
が
運
営
し
て
い
る


